
学 術 研 究 助 成 事 業 規 程 

〔目的〕  

学術研究助成事業が公正かつ円滑に運営されるために、この規程を定める。  

〔学術研究助成事業内容〕  

一般社団法人 千葉県理学療法士会（以下、本会）の正会員が主体となり、理学療法学の進歩や、本会

の事業と一致した保健・医療・福祉等の分野で研究に対して助成金を交付する。 

 

〔助成対象と研究グループ〕 

研究代表者は千葉県理学療法士会会員とする（助成された次年度において本会会員であることが望まし

い）。なお、すでに大学や研究機関に所属する会員（研究者番号を有するもの）も申請可能だが、そう

でない者と双方に助成できるよう審査委員の方で配慮する。 

 

〔助成金額ならびに件数〕  

助成金額には下限は設けず、30 万円を上限とし、応募状況、研究内容により助成金額を決定する。 

〔研究グループの選考〕  

１．公募  

別途定める募集要項に従って、研究支援委員長は公募により研究代表者を選考する。応募のあった研究

のうち、募集要項の要件を満たすものに対して研究費の助成を行う。研究代表者の選出は「研究支援委

員会研究助成選考委員」で行うものとする。 

 

２．指定  

研究助成選考委員により本会の活動に寄与すると判断されるものについては、理事会において全会一致

で承認が得られた場合のみ研究代表者の指定を行うものとする。応募のあった研究課題のうち本会の事

業への寄与、および活動方針と一致している部分を含めて研究支援委員会研究助成選考委員にて評価し

選出する。 

〔研究期間〕  

研究期間は原則1年とする。 

 

 

 

 

 

 

 



〔研究代表者の責務〕  

研究代表者は 2 月末日までに領収書を含めた会計報告書を作成し、4 月末日までに研究経過報告書を研

究支援委員長へ提出する。また、原則として研究代表者による次年度の千葉県理学療法学術大会（もしく

は年度末に別途発表の機会を設ける）での発表をもって研究完了とする。詳細は決定次第、研究代表者に

通達される。尚、本研究助成を受けて学会発表および学術雑誌に投稿する場合は、謝辞または研究資金

（Funding）に千葉県理学療法士会研究助成を受けて行われた研究であることを下記のごとく明記する。 

（日本語） 

本研究は、千葉県理学療法士会の学術研究助成の補助によって行われた（課題番号：〇〇〇〇〇〇）。 

（英語） 

This research was supported in part by an academic research grant from The Chiba Physical 

Therapy Association (Grant number: 〇〇〇〇〇〇 ). 

 

〔会計報告〕  

⚫ 本研究助成は当該研究で支出した物品等に後払いで支払われる研究助成である。また、県士会会計

の手順に従うため、領収書の提出は四半期締め（6 月、9 月、12 月、2 月）とし、その都度提出する。 

⚫ 助成金は当該年度の 3 月初旬に、助成金額以内の領収書に基づいて千葉県理学療法士会から振り込

まれる。また、研究グループの代表者は研究完了後、研究支援委員長が指定した日までに遅滞なく研

究終了報告書ならびに会計報告書を提出することとする。  

 

〔その他〕  

⚫ 備品購入は、10 万円を超えないこととして、超えた場合は県士会備品管理となる。 


